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かわまた議会だより

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

●
議
案
第
94
号

平
成
30
年
度
川
俣
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

【
概
要
】
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
８
，８
６
７
万
９
千

円
を
増
額
し
、
総
額
１
０
９

億
２
，０
３
６
万
１
千
円
と

す
る
も
の
。

　
　
　
①
入
学
祝
金
を
補
正

す
る
経
過
は
。
②
応
急
仮
設

住
宅
は
建
設
時
、
県
が
撤
去

す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
方

針
を
転
換
す
る
の
か
。
③
福

島
大
学
の
施
設
整
備
を
町
で

負
担
す
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
の
か
。（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　
①
９
月
の
決
算
常
任
委

員
会
の
意
見
を
受
け
、
入
学

前
の
３
月
半
ば
に
支
出
で
き

答

2

一般会計補正予算が 討論採決の結果 “可決”
応急仮設 住宅解体の代理施工で意見が分かれる

一般会計補正予算が 討論採決の結果 “可決”
平成30年度12月議会

定例会
12月議会
定例会

　
平
成
30
年
第
７
回
議
会
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら

12
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
改
正
等
一
般
議
案
８
件
、
予
算
の
補
正
が
５

件
、
人
事
案
件
が
２
件
の
議
案
等
15
件
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
県
が
建
設
し

た
応
急
仮
設
住
宅
の
解
体
を
町
が
代
理
施
工
す
る
案
件

に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
、
審
議
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
補
正

質
問

る
よ
う
に
補
正
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

②
地
域
経
済
に
効
果
が
あ
る

と
考
え
、
代
理
施
工
し
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

③
福
島
市
ほ
か
近
隣
市
町
村

で
要
望
し
た
学
部
設
置
が
実

現
し
、
取
り
決
め
に
基
づ
き

負
担
す
る
も
の
で
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

①
ワ
イ
フ
ァ
イ

（W
i-Fi

）
の
設
置
個
所
は
。

②
応
急
仮
設
住
宅
の
代
理
施

工
で
、
ほ
か
に
市
町
村
が
実

施
し
終
了
し
た
と
こ
ろ
は
あ

る
の
か
。（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　
①
中
央
公
民
館
、
町
体

育
館
、
合
宿
所
、
お
じ
ま
ふ

る
さ
と
交
流
館
、
と
ん
や
の

答 質
問

　
原
発
事
故
被
災
者
の
避
難
場
所
と
し

て
建
設
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
は
、
平

成
23
年
に
福
島
県
が
施
工
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
議
会
で
は
「
町
が
後
始
末
を

す
る
こ
と
は
な
い
」
と
強
く
確
認
し
て

き
ま
し
た
。
本
年
度
に
中
山
工
業
団
地

と
町
体
育
館
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
応
急

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
退
去

済
み
で
解
体
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
工
事
に
つ
い
て
、
福
島
県
は
、

市
町
村
が
代
理
施
工
で
き
る
こ
と
と
し
、

町
に
も
協
力
を

求
め
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
受
注

機
会
の
拡
大
を

求
め
て
、
町
の

建
設
同
業
会
か

ら
は
、
代
理
施

工
を
求
め
る
要

望
書
が
町
に
出

さ
れ
て
い
ま
し

た
。

８
，９
０
０
万
円

応
急
仮
設
住
宅
解
体
の
代
理
施
工

予
算
額

　
町
が
工
事
の
発
注
者
と
な
る
こ
と
で
、

地
元
事
業
者
を
入
札
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
経
費
の
う
ち

人
件
費
を
含
む
事
務
費
が
町
の
持
ち
出

し
と
な
り
、
事
務
量
を
含
め
町
の
負
担

が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

県
の
事
業
を
町
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
道
義
的
な
問
題
も
あ
り
ま

す
。川俣町体育館

中山工業団地

経
過

代
理
施
工
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
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①
町
と
し
て
は
早
急
に

解
体
す
べ
き
と
い
う
立
場
で

す
。
②
一
般
的
に
は
事
務
費

は
町
の
負
担
で
す
が
、
実
情

を
県
に
訴
え
ま
す
。（副

町
長
）

法
律
上
や
経
費
な
ど

問
題
を
抱
え
な
が
ら

の
提
案
に
は
議
会
制
民
主
主

義
を
守
る
立
場
か
ら
反
対
す

る
。　
　
（
菅
野
清
一
議
員
）

町
の
提
案
を
理
解
す

る
。
大
き
な
仕
事
を

町
企
業
に
受
注
さ
せ
る
べ
き

と
考
え
る
。（斎

藤
博
美
議
員
）

し
ま
し
た
。
④
農
村
広
場
の

解
体
に
つ
い
て
も
代
理
施
工

を
検
討
し
ま
す
。
⑤
県
で
は

法
的
整
理
を
行
い
、
代
理
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
⑥
事

務
費
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
協

議
し
ま
す
。（
以
上
、副
町
長
）

⑦
土
地
の
所
有
者
が
町
で
あ

る
た
め
、
協
議
が
不
要
と
な

り
、
早
期
に
施
工
で
き
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　
①
代
理
施
工
す
べ
き

な
の
か
議
論
が
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
。
一
度
撤
回
す
べ
き
。

②
代
理
施
工
に
よ
る
町
の
事

務
費
負
担
は
確
実
に
支
払
わ

れ
る
の
か
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
起
立
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

賛
成
し
た
議
員

高
橋　
清
美　
村
上　
源
吉

斎
藤　
博
美　
菅
野
意
美
子

新
関　
善
三　
黒
沢　
敏
雄

高
橋
真
一
郎

以
上
７
名

反
対
し
た
議
員

菅
野　
清
一　
佐
藤
喜
三
郎

石
河　
　
清　
遠
藤　
宗
弘

以
上
４
名
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一般会計補正予算が 討論採決の結果 “可決”
応急仮設 住宅解体の代理施工で意見が分かれる

一般会計補正予算が 討論採決の結果 “可決”
平成30年度12月議会

定例会
12月議会
定例会

郷
の
５
か
所
に
設
置
す
る
も

の
で
す
。（

企
画
財
政
課
長
）

②
現
在
７
市
町
村
14
団
地
で

実
施
中
と
の
こ
と
で
、
終
了

し
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　
仮
設
住
宅
の
代
理
施

工
に
つ
い
て
、
①
解
体
を
町

で
や
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ

て
い
た
が
約
束
違
反
で
は
。

②
な
ぜ
今
に
な
る
ま
で
議
会

に
説
明
し
な
か
っ
た
の
か
。

③
建
設
時
の
議
会
へ
の
説
明

と
経
過
が
議
論
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。
④
今
後
も
代
理
施

工
を
す
る
の
か
。
⑤
地
方
財

政
法
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

は
な
い
の
か
。
⑥
事
務
費
が

町
の
負
担
と
な
り
認
め
ら
れ

な
い
。
⑦
本
当
に
県
が
実
施

す
る
よ
り
も
速
く
で
き
る
の

か
。　
　
（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　
①
建
設
時
か
ら
状
況
が

変
更
に
な
り
、
代
理
施
工

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
③
町
と
し
て
の
方
針
を
定

め
る
必
要
が
あ
り
時
間
を
要

反
対

《
採
決
》

答

答

質
問

質
問

賛
成

公衆無線LAN設置
※中央公民館、体育館、合宿所、おじまふるさと
　交流館、とんやの郷にWi-Fi環境を整備

入学祝金
※入学祝金を入学前の３月に支出できるよう
　９月決算常任委員会意見により補正するもの

応急仮設住宅撤去事業費
※体育館・中山工業団地の15棟60戸分の
　解体費用。同額が県負担金

福島大学食農学類施設整備負担金

有害鳥獣防止柵の設置補助

リアル宝探しイベント事業費

1,300万円

850万円

8,900万円

1,055万円

28万円

145万円

《
討
論
》

一般会計補正予算の主な内容

12月議会定例会
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●
議
案
第
86
号

川
俣
プ
ー
ル
解
体
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
概
要
】
鶴
沢
京
田
の
川
俣

プ
ー
ル
を
解
体
す
る
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　
　
　
当
初
予
算
に
計
上
し

た
事
業
を
12
月
以
降
に
実
施

す
る
わ
け
は
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　
年
間
予
定
か
ら
行
事
が

追
加
に
な
っ
た
た
め
、
体
育

館
か
ら
担
当
を
変
更
し
、
ま

た
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
、
設
計

等
に
よ
り
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。　
（
生
涯
学
習
課
長
）

●
議
案
第
87
号

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
概
要
】
福
島
県
人
事
委
員

会
勧
告
の
内
容
に
準
じ
て
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の
。

●
議
案
第
88
号

川
俣
町
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

【
概
要
】
福
島
県
人
事
委
員

会
勧
告
の
内
容
に
準
じ
て
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の
。

●
議
案
第
89
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
【
概
要
】
福
島
県
人
事
委
員

会
勧
告
に
基
づ
き
、
給
与
月

額
等
を
改
正
す
る
も
の
。

●
議
案
第
90
号

川
俣
町
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

【
概
要
】
法
令
の
改
正
に
伴

う
占
用
料
の
一
部
改
正
。

●
議
案
第
91
号

川
俣
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
概
要
】
法
令
の
改
正
に
伴

う
占
用
許
可
使
用
料
の
一
部

改
正
。

●
議
案
第
92
号

川
俣
町
奨
学
資
金
貸
与
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
【
概
要
】
奨
学
資
金
に
つ
い

て
、
国
公
立
の
区
分
を
廃
止

し
、
ま
た
貸
与
月
額
等
に
つ

い
て
改
正
す
る
も
の
。

●
議
案
第
99
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　
渡
辺
信
二
氏
の
辞
任
に
よ

り
、
後
任
の
委
員
と
し
て
次

の
方
が
提
案
さ
れ
、
同
意
し

ま
し
た
。
な
お
任
期
は
平
成

31
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

●
諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

　
鈴
木
フ
ミ
子
氏
の
御
逝
去

に
よ
り
、
後
任
の
委
員
候

補
者
に
次
の
方
が
提
案
さ
れ
、

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
な
お
任
期
は
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年

間
で
す
。

◦
菅
野　
弓
子
氏

（
鶴
沢
字
中
西
）

12月議会
定例会
※以下、全会一致で可決しました。

答

主
な
条
例
の
改
正
等

質
問

人
事
案
件佐 藤 克 宏氏

（飯坂字米子田）

奨学資金の改正

解体される町民プール

●大学
国・公立　月額45,000円以内
私　 立　月額55,000円以内

●短期大学等
国・公立　月額35,000円以内
私　 立　月額45,000円以内

●高等学校等
国・公立　月額25,000円以内
私　 立　月額30,000円以内

●大学
月額64,000円以内

●短期大学等
※専修学校にも範囲を拡大
月額60,000円以内

●高等学校等
月額35,000円以内

改　正　前 改　正　後

※
９
月
決
算
常
任
委
員
会
の

「
奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、

増
額
や
、
国
公
立
・
私
立

の
区
分
を
な
く
し
一
律
に

す
る
こ
と
」
と
い
う
意
見

を
受
け
、
12
月
議
会
に
提

案
さ
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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第86号

第87号

第88号

第89号

第90号

第91号

第92号

第93号

第94号

第95号

第96号

第97号

第98号

第99号

諮　問
第２号

川俣プール解体工事請負契約の締結について

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

川俣町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

川俣町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

川俣町都市公園条例の一部を改正する条例

川俣町奨学資金貸与条例の一部を改正する条例

町道路線の認定について

平成30年度川俣町一般会計補正予算（第４号）

平成30年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

平成30年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成30年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成30年度川俣町水道事業会計補正予算（第１号）

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員の候補者の推薦について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（賛成7、反対4）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

12月議会定例会審議結果 （平成30年12月６日〜12日）

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

12 総 務 産 業
常任委員会

町道玉泉寺線一部整備に関する請願
書

川俣町字日和田4－16
佐久間　哲　ほか147名

村上　源吉
高橋　清美 採択

13 総 務 産 業
常任委員会

原子力損害賠償紛争解決手続き
（ADR）和解案を受諾しない東京電
力への要望書及び国へ意見書を提出
することを求める請願書

川俣町小綱木字仲田9
　小綱木地区原発事故
　被災者の会

代表　清野　賢一

高橋　清美 採択

12月定例会請願審査結果
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トピックストピックストピックス

　今年は亥年…
　イノシシ等の被害は町全域に拡大していることから、復興や農業振興、生活
環境の大きな課題となっており、これまでも繰り返し議論されてきました。
　12月議会では３人の議員から一般質問がありました。その内容などから、
イノシシ被害の現状と課題、対策などについてまとめました。

町

鳥 獣被害と対策

の支援

農作物被害額（推計） 捕獲対策

平成29年度決算額　1,848万5千円

⃝福島県猟友会川俣支部会員　54人
　（狩猟期間中の捕獲）
⃝川俣町鳥獣被害対策実施隊　33人
　（狩猟期間外の捕獲　※猟友会員の内数）
⃝箱わな　　　　　63個
　くくりわな　　 268個
　防止柵（設置者）　38人

⃝捕獲隊への報償金　　 7,200円／１日
⃝イノシシ・サル１頭につき　23,000円
⃝防止柵の設置補助　　５万円を上限に１/２の額

捕獲実績　※平成30年度の内容は11月末時点

平成29年度

イノシシ被害
1,200万円

ニホンザル被害
300万円

平成29年度 平成30年度

イノシシ
508 頭

イノシシ
837 頭

ニホンザル
10 匹

ニホンザル
8 匹

イノシシさん…
　山に帰ろうね…

飯坂集落の箱わなで捕獲されたイノシシ

穴を掘って埋める捕獲隊の苦労が…
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それでも被害がそれでも被害が（課
題）

7

トピックストピックストピックス

こ れまで議会の意見・要望

町 と広域連携の取り組み

⃝住民避難により、イノシシの生息範囲が拡大

⃝本来は半分が餓死するはずが、えさ場の拡大で生存数が増加

⃝被害が住宅街にも　→　人的被害や交通事故の恐れが！

⃝農家では被害防止柵で対策　→　対策していない家庭菜園等がエサ場に！

⃝イノシシ被害で離農　→　耕作放棄地の拡大　→　イノシシの生息範囲がさらに拡大！

⃝イノシシの繁殖数に対して、個人、捕獲での対応には限界が…

　11月には、柏崎地区が鳥獣被害対策の専門家による集落診断を
受けました。イノシシの侵入経路やえさ場、出没している状況など
について地域内にセンサーカメラを設置して調査を行っています。
診断結果は県内市町村等で情報共有され対策計画づくりに生かされ
ます。

被害地域で集落診断

⃝捕獲処分に対する報償金をもっと高くしてはどうか
⃝狩猟許可免許の取得に対する補助を設けてはどうか
⃝役場職員で捕獲隊を組織してはどうか

　被災12市町村復興のため、国・県・
市町村が連携し、専門家等の協力を得
て、被害地域でデータ収集や技術実証
を行っています。その検証結果や先進
事例を基に、対策計画づくりの指導や、
専門家育成のための研修会を開催して
います。これまでの取組みで広域緊急
戦略・技術マニュアルが作成され、町
からも職員が参加して対策について学
んでいます。

⃝町の回答
「捕獲による対策には限界があること
から、広域的、専門的な組織と連携し、
効果的な対策について検討します。」

自然領域ゾーニング
緩衝帯

人間領域

イノシシの生息を
ある程度許容

イノシシを
完全に排除

イノシシの生息を
ある程度許容

イノシシを
完全に排除

イノシシの
侵入を防ぐ
イノシシの
侵入を防ぐ

ゾーニング管理の考え方

集落診断を受けているところ

※町産業課の回答
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まちの課題を問うまちの課題を問う

一 般 質 問

高　橋　清　美 議員

請願・陳情の取り扱いは
道の駅の整備計画は
イノシシ被害の対策は

9

遠　藤　宗　弘 議員

国民健康保険税の引き下げを
イノシシ対策を早急にとれ
広域連携中枢都市圏構想について

10

菅　野　清　一 議員

原発事故被害の救済について
国と交わした確約書の履行は
空家対策事業について

11

石　河　　　清 議員

復興に向けての施策と取組みは
12

村　上　源　吉 議員

財政計画を示せ
まちなかの空洞化対策は
農村広場の利用再開を
鳥獣害対策を早期に取れ

13

12月議会定例会の一般質問には５人の議員が登壇しました。

まちの課題を問う 一 般 質 問
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高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

請
願
・
陳
情
は
、
議
会
で
採

択
し
町
当
局
に
送
付
し
て
い

る
が
、
こ
の
10
年
間
の
取
組
と
ま
だ

実
施
し
て
い
な
い
も
の
の
今
後
の
取

り
扱
い
は
。

平
成
21
年
か
ら
本
年
９
月
ま

で
に
い
た
だ
い
た
請
願
は
１

３
２
件
で
、
町
道
等
の
整
備
改
良
、

町
道
認
定
が
多
く
、
こ
の
う
ち
実
施

済
み
が
45
件
、
一
部
実
施
済
み
が
３

件
、
現
在
実
施
中
の
も
の
が
８
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
等
へ
の
意
見
書

等
の
提
出
要
望
は
34
件
で
す
。

　
陳
情
の
採
択
は
21
件
で
、
町
道
の

舗
装
、
災
害
対
応
等
に
関
す
る
内
容

で
す
。

　
現
時
点
で
未
実
施
の
も
の
に
つ
い

て
も
、安
全
安
心
の
確
保
、緊
急
性
な

ど
優
先
順
位
を
見
極
め
、財
政
状
況
も

勘
案
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問

町
長

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

が
交
付
決
定
さ
れ
た
が
全
体

の
整
備
計
画
と
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

役
割
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

・
織
物
展
示
館

・
銘
品
館
シ
ル
ク
ピ
ア

・
か
ら
り
こ
館

・
イ
ベ
ン
ト
広
場

・
絹
の
里
公
園

・
公
衆
用
ト
イ
レ

質
問 道

の
駅
の
整
備
計
画
は

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
は

優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す

　
敷
地
等
が
限
ら
れ
た
中
で
、
目
的

を
持
っ
て
建
て
ら
れ
た
既
存
施
設
を

有
効
活
用
す
る
た
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

道
の
駅
の
再
整
備
は
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
五
感
を
刺
激
す

る
道
の
駅
」、
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
を

「
山
間
を
流
れ
る“
光
”“
香
”“
音
”」と

し
、
次
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

①
銘
品
館
シ
ル
ク
ピ
ア
の
改
修
（
一

部
内
外
装
を
改
修
）

②
絹
の
里
公
園
に
セ
ン
タ
ー
コ
ア
新

設
（
絹
を
想
像
さ
せ
る
膜
構
造
の
東

屋
的
施
設
新
設
）

③
か
ら
り
こ
館
改
修
（
展
示
室
・
講

義
室
を
シ
ャ
モ
料
理
の
加
工
・
提
供

施
設
に
変
更
）

④
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
再
整
備
（
東
西

駐
車
場
を
つ
な
ぐ
通
路
等
を
新
設
）

⑤
各
施
設
を
つ
な
ぐ
屋
根
通
路
を
新

設
（
セ
ン
タ
ー
コ
ア
を
中
心
に
各
施

設
を
つ
な
ぐ
通
路
新
設
）

⑥
消
費
者
誘
客
サ
イ
ン
整
備
（
各
施

設
へ
の
誘
導
、
コ
ス
キ
ン
風
景
画
な

ど
で
空
間
演
出
）

改修が予定されている道の駅川俣

最
近
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
農
地

以
外
に
拡
大
し
て
い
る
が
、

町
の
対
応
対
策
は
。
苦
情
が
各
議
員

に
届
い
て
い
る
。

質
問 イ

ノ
シ
シ
被
害
の
対
策
は

侵
入
防
止
策
を
検
討
中
で
す

県
と
連
携
し
、
11
月
に
柏
崎

地
区
で
、
専
門
家
に
よ
る
集

落
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ

シ
シ
の
出
没
地
点
や
被
害
状
況
、
え

さ
場
や
進
入
経
路
の
確
認
の
ほ
か
、

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
一
定
期
間
設
置

し
て
個
体
数
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
え
さ
場
の
排
除
、
集
落
柵

の
設
置
等
、
効
果
的
な
侵
入
防
止
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

町
長

まちの課題を問う 一 般 質 問
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※
福
島
圏
域
と
し
て
、
福
島

市
、
伊
達
市
、
白
石
市
、
米

沢
市
、
桑
折
町
、
国
見
町
、
川
俣
町
、

飯
舘
村
の
首
長
が
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
話

が
進
ん
で
い
る
の
か
。
全
国
町
村
会

で
反
対
し
て
い
る
道
州
制
移
行
を
進

め
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
諸
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
福
島
圏
域
各
市
町
村
で
持
続
的

な
相
互
発
展
と
活
力
あ
る
圏
域
の
実

現
を
図
ろ
う
と
、「
福
島
圏
域
連
携

推
進
協
議
会
」
を
11
月
に
設
立
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
観
光
連
携
事
業
や
、
首
都

圏
で
の
合
同
移
住
セ
ミ
ナ
ー
、
職
員

合
同
研
修
な
ど
を
計
画
し
、
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
構
想
は
、
道
州
制
移
行
を
意
図
す

る
も
の
で
は
な
く
、
法
定
で
あ
る
連

携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
本
協
議
会
で
議
論
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま ち の 課 題 を 問 う 一 般 質 問
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遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ

子
ど
も
に
課
し
て
い
る
均
等

割
は
い
く
ら
か
。
子
育
て
支

援
の
た
め
に
も
収
入
の
な
い
人
な
ど

税
負
担
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
る
。

国
保
税
の
平
成
29
年
度
の
一

人
当
た
り
の
額
は
、
８
９
，

４
６
１
円
で
し
た
。
国
保
加
入
の
18

歳
以
下
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
均
等
割

に
つ
い
て
は
、
11
月
１
日
現
在
、
１

８
１
人
、
総
額
約
３
５
６
万
円
で
、

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
７
割
、

５
割
、
２
割
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　
均
等
割
の
免
除
・
軽
減
に
つ
い
て

は
、
国
が
軽
減
措
置
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
お
り
、
町
独
自
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
、
課
題
や
効
果
等
を
し

っ
か
り
検
証
し
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。 国

民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

課
題
と
効
果
を
検
証
し
ま
す

質
問

町
長

①
町
全
体
の
鳥
獣
被
害
額
は
。

②
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
よ
っ
て

農
業
を
や
め
た
人
は
何
人
か
。
③
防

護
柵
や
電
気
柵
も
破
ら
れ
た
と
聞
く

が
対
策
は
。
④
庁
内
に
イ
ノ
シ
シ
対

策
チ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

考
え
は
。①

平
成
29
年
度
の
農
作
物
被

害
額
は
、
推
計
額
で
イ
ノ
シ

シ
が
１
，
２
０
０
万
円
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
が
３
０
０
万
円
で
し
た
。

町
長

町
長

質
問

②
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
よ
り
耕
作
を
や

め
た
方
の
数
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

③
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
及
び
電
気
柵

は
適
切
に
設
置
し
、
除
草
等
維
持
管

理
し
な
い
と
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

防
護
柵
等
の
補
助
事
業
対
象
者
に
は

管
理
方
法
等
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
の

配
布
や
維
持
管
理
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
を

早
急
に
と
れ

対
策
指
導
と
広
域
連
携
を

推
進
し
ま
す　
　
　
　
　

質
問 広

域
※

連
携
中
枢
都
市
圏

構
想
に
つ
い
て

広
域
で
の
議
論
を　

深
め
て
い
き
ま
す

④
有
害
鳥
獣
対
策
は
産
業
課
が
担
当

で
、
広
域
連
携
組
織
と
し
て
、
原
発

事
故
被
災
12
市
町
村
等
に
よ
る
鳥
獣

被
害
対
策
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、

県
北
地
方
や
二
本
松
市
と
連
携
を
図

っ
て
い
ま
す
。
広
域
連
携
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
庁
内
関
係
各
課
の
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※福島圏域…福島市、二本松市、伊達市、
本宮市、白石市、桑折町、国見町、川俣
町、大玉村、飯舘村とオブザーバー参加
の米沢市　計11市町村

※連携中枢都市圏構想…中核市と結びつき
の強い近隣市町村で形成する広域連携の
仕組み。
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ま ち の 課 題 を 問 う 一 般 質 問

11

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

①
東
京
電
力
の
小
綱
木
地
区

Ａ
Ｄ
Ｒ
和
解
案
拒
否
へ
の
具

体
的
取
組
は
。

質
問

②
そ
の
他
の
生
業
訴
訟
や
山
木
屋
原

告
団
へ
の
町
と
し
て
の
具
体
的
支
援

は
。

③
町
へ
の
公
共
損
害
賠
償
の
支
払
い

状
況
は
。

④
町
有
財
産
等
の
具
体
的
損
害
の
請

求
は
。

⑤
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
発
生
し
て
い

る
が
町
に
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

⑥
２
０
１
２
年
12
月
に
県
と
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
は
知
っ
て
い

る
か
。

①
町
で
は
４
月
に
国
に
対
し
、

東
京
電
力
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
和
解
案
を
受
諾
す
る
よ
う
要
望
活

動
を
行
っ
た
ほ
か
、
７
月
に
は
、
東

京
電
力
が
和
解
案
拒
否
の
理
由
と
し

て
い
る
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
の
「
中
間
指
針
」
に
つ
い
て
、
改

訂
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
て
い

原
発
事
故
被
害
の
救
済
に
つ
い
て

要
望
を
続
け
て
い
き
ま
す

町
長

ADR集団申立後に記者会見する小綱木申し立て団

８
月
に
行
っ
た
国
と
の
懇
談

会
の
要
望
書
に
対
す
る
ゼ
ロ

回
答
以
降
、
ど
の
よ
う
な
進
展
が

あ
っ
た
の
か
。

町
か
ら
の
要
望
書
に
対
す
る

国
の
回
答
は
、
と
て
も
満
足

で
き
な
い
も
の
で
し
た
の
で
、
11
月

に
山
木
屋
地
区
の
除
染
、
生
活
支
援
、

営
農
再
開
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
国

の
主
務
大
臣
を
訪
問
し
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
継
続
し
て
要
望
を

行
い
、
復
興
を
実
現
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

質
問

町
長 国

と
交
わ
し
た

確
約
書
の
履
行
は

繰
り
返
し
要
望
を

行
い
ま
す　
　
　

空
家
対
策
事
業
の
具
体
的
計

画
の
説
明
は
い
つ
に
な
る
の

か
。

現
在
、
①
庁
内
連
携
体
制
と

相
談
窓
口
の
整
備
、
②
空
家

等
所
有
者
へ
の
意
識
啓
発
、
適
切
な

管
理
の
お
願
い
、
③
空
家
等
バ
ン
ク

制
度
の
実
施
の
三
つ
に
つ
い
て
主
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
空
家
等
バ
ン
ク
制
度
は
12
月
中
に

公
益
社
団
法
人
福
島
県
宅
地
建
設
取

引
業
協
会
と
協
定
を
締
結
し
、
来
年

度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

質
問

町
長 空

家
対
策
事
業
に

つ
い
て

各
種
事
業
を
進
め
ま
す

ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
文
部
科
学

副
大
臣
と
経
済
産
業
大
臣
を
訪
問
し

重
ね
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
要
望

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

②
引
き
続
き
情
報
支
援
、
国
や
東
電

に
対
す
る
要
求
・
要
望
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

③
④
町
か
ら
東
京
電
力
に
対
す
る
請

求
は
合
計
で
17
億
８
，９
７
７
万
７
，

３
０
６
円
、
土
地
は
39
件
、
建
物
は

23
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
証
憑
の
確

認
が
で
き
た
も
の
か
ら
支
払
い
手
続

き
が
と
ら
れ
、
請
求
額
に
対
す
る
支

払
い
の
割
合
は
29
・
４
㌫
で
、
今
年

度
の
支
払
額
は
８
７
４
万
２
，
７
２

３
円
で
す
。

⑤
原
発
事
故
に
由
来
す
る
甲
状
腺
が

ん
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
「
県
民

健
康
調
査
」
の
調
査
結
果
が
文
書
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
内
容
は
存
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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⑧
農
林
水
産
省
の
統
計
で
、
平
成
22

年
の
水
稲
作
付
面
積
は
４
２
０
㌶
、

収
穫
量
２
，０
７
０
ト
ン
で
、
29
年

は
２
０
４
㌶
、
９
４
５
ト
ン
で
す
。

野
菜
が
同
様
に
22
年
１
３
６
㌶
、
29

年
82
㌶
、
生
産
量
等
の
統
計
は
あ
り

ま
せ
ん
。
コ
メ
の
全
袋
検
査
は
平
成

24
年
度
か
ら
３
万
袋
程
度
を
継
続
し

て
検
査
し
て
お
り
、
30
年
度
は
３
２
，

２
３
０
袋
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

⑨
第
５
次
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
、
原
子
力
災

害
か
ら
の
安
全
性
の
確
保
・
風
評
払

し
ょ
く
、
山
木
屋
地
区
に
お
け
る
営

農
再
開
支
援
に
、
関
係
機
関
、
大
学

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま

す
。

支
援
が
必
要
な
場
合
は
近
隣
市
町
村

や
宮
城
、
山
形
県
か
ら
も
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。

④
環
境
省
が
管
轄
す
る
山
木
屋
地
区

の
再
除
染
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
に
２
９
９
件
、
27
年
度
に
33
件
、

28
年
度
に
16
件
、
29
年
度
に
３
件
の
、

合
計
３
５
１
件
実
施
し
て
い
ま
す
。

山
木
屋
地
区
を
除
く
町
内
で
は
、
相

談
が
あ
っ
た
場
合
、
現
場
確
認
等
を

行
い
、
国
が
定
め
る
条
件
を
満
た
し

た
と
き
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染

が
可
能
で
す
。

⑤
８
月
の
国
と
の
懇
談
会
で
も
要
望

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
11
月
、

12
月
に
も
国
、
県
の
関
係
機
関
に
直

接
要
望
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑥
環
境
省
が
現
況
農
地
と
し
て
認
め

た
の
は
９
５
７
㌶
で
、
こ
の
う
ち
農

地
除
染
を
行
っ
た
の
が
６
６
６
㌶
、

内
訳
は
水
田
が
１
６
５
㌶
、
畑
３
０

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
牧
草
地
等
１
９
９

㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
除
染

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
27
㌶
が

作
業
未
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑦
国
の
里
山
再
生
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
山
木
屋
地
区
の
第
２
親
子
の
森

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
31
年
度
に
成

果
の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
計
画
や
方
針
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

袋
検
査
の
状
況
は
。

⑨
新
年
度
に
向
け
て
の
農
林
業
の
再

生
再
建
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
、
取
組

方
針
は
。①

12
月
１
日
現
在
、
山
木
屋

地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
１

４
８
世
帯
３
２
７
人
で
、
一
人
暮
ら

し
世
帯
は
37
世
帯
、
率
に
し
て
25
㌫

で
す
。
高
齢
化
率
は
60
・
９
㌫
。
借

り
上
げ
住
宅
に
は
48
世
帯
68
人
、
仮

設
住
宅
に
は
８
世
帯
20
人
が
居
住
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
山
木
屋
地
区
消
防
団
員
55
名
の
う

ち
帰
還
者
は
18
名
、
民
生
児
童
委
員

担
当
者
は
６
名
中
３
人
が
帰
還
し
て

い
ま
す
。

③
町
職
員
に
よ
る
本
団
は
、
現
在
17

人
で
す
。
消
防
署
の
指
導
を
月
２
回

程
度
受
け
、
出
動
態
勢
の
整
備
に
努

め
て
い
ま
す
。
近
隣
と
の
連
携
は
、

①
山
木
屋
地
区
の
居
住
は
何

世
帯
何
人
か
。
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
化
率
、
仮
設
住
宅
入
居
の
状

況
は
。

②
消
防
団
員
、
民
生
委
員
は
何
人
戻

ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
消
防
本
団
へ
の
町
職
員
の
加
入
と

出
動
体
制
、
近
隣
と
の
連
携
支
援
は
。

④
全
町
内
で
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
と
こ
ろ
は
迅
速

な
再
除
染
を
。

⑤
山
木
屋
小
中
学
校
東
側
山
林
の
早

急
な
除
染
を
。

⑥
農
業
の
再
生
に
向
け
て
除
染
は
欠

か
せ
な
い
。
実
施
状
況
は
。

⑦
山
林
の
除
染
を
抜
き
に
町
の
復
興

は
考
え
ら
れ
な
い
。
里
山
除
染
も
含

め
山
林
除
染
の
方
針
を
示
せ
。

⑧
原
発
事
故
前
の
水
稲
、
主
な
農
産

物
の
作
付
面
積
生
産
額
は
。
米
の
全

12

石 河　 清 議員
いし　 かわ　　　 きよし

ま ち の 課 題 を 問 う 一 般 質 問

復
興
に
向
け
て
の
施
策
と
取
組
み
は

復
興
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

質
問

町
長

山木屋の復興拠点とんやの郷
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ま ち の 課 題 を 問 う 一 般 質 問

ま
ち
な
か
の

　
空
洞
化
対
策
は

新
た
な
施
策
を　
　

研
究
し
ま
す

中
長
期
財
政
計
画
を
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

平
成
29
年
１
月
に
策
定
し
た

川
俣
町
中
長
期
財
政
性
計
画

は
、
計
画
期
間
を
平
成
28
年
度
か
ら

37
年
度
ま
で
と
し
作
成
し
た
も
の
で
、

議
員
皆
様
に
も
お
示
し
し
て
お
り
ま

す
が
、
適
切
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
県
が
、
被
災
12
市
町
村
を

対
象
に
、
復
興
・
創
生
期
間
の
終
了

を
見
据
え
た
財
政
分
析
を
行
う
検
討

会
を
設
置
し
、
分
析
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
分
析
結
果
を
軸
に
川
俣
町

中
長
期
財
政
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

整
い
次
第
、
議
員
皆
様
に
説
明
い
た

し
ま
す
。

財
政
計
画
を
示
せ

作
成
作
業
中
で
す

ま
ち
な
か
の
空
洞
化
対
策
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
を
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
中
心

市
街
地
の
空
き
地
は
１
０
５

箇
所
、
空
家
は
１
３
７
箇
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
の
活
性

化
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
道
路
、

歩
道
の
整
備
、
屋
内
遊
び
場
の
整
備
、

宅
地
造
成
や
空
き
店
舗
活
用
を
促
進

町
長

質
問

質
問

町
長

農
村
広
場
を
早
期
に
利
用
可

能
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

農
村
広
場
の
再
開
に
つ
い
て

は
、
小
中
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ

関
連
団
体
等
か
ら
要
望
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
応
急
仮
設

住
宅
に
は
、
12
月
現
在
で
８
世
帯
20

人
の
方
が
入
居
さ
れ
て
お
り
、
再
開

の
時
期
を
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
今
後
、
円
滑
な
再
開
に
向
け

て
、
仮
設
住
宅
設
置
者
で
あ
る
県
や
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

要
望
を
聴
き
な
が
ら
、
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

す
る
た
め
の
費
用
の
助
成
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
自
動
車
社
会
が
顕
著

な
地
方
で
は
、
無
料
駐
車
場
が
併
設

さ
れ
た
大
型
店
舗
に
消
費
者
が
集
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
中

心
市
街
地
と
大
型
店
舗
が
連
な
る
商

業
地
域
の
役
割
分
担
を
意
識
し
、
特

に
中
心
市
街
地
で
の
新
た
な
ソ
フ
ト

の
開
発
を
研
究
し
、
実
践
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
、
特
に
町
道

改
良
は
、
振
興
計
画
等
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
確
保
が
難

し
く
、
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て
い

ま
せ
ん
。
平
成
34
年
度
ま
で
に
、
改

良
率
を
平
成
28
年
度
の
56
・
３
㌫
か

ら
62
・
４
㌫
に
、
舗
装
率
を
同
様
に

77
・
３
㌫
か
ら
86
・
８
㌫
に
す
る
こ

質
問 農

村
広
場
の

　
　
利
用
再
開
を

円
滑
な
再
開
を　
　

目
指
し
ま
す

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
国
県
交

付
金
等
、
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

中心市街地の活性化のひとつ、子どもの屋内運動場

鳥
獣
害
対
策
を
早
急
に
取
れ

※
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
解
説

そ
の
他
の
質
問
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１
月
16
、
17
日
に
、
東

京
電
力
本
社
と
復
興
庁
ほ

か
国
に
対
し
、
要
求
・
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
電
力
に
対
し
て
は
、

復
興
の
た
め
町
が
支
払
っ

た
経
費
に
対
す
る
公
共
賠

償
を
早
期
に
進
め
る
こ
と
、

小
綱
木
地
区
集
団
申
し
立

て
に
対
す
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
和
解
仲
介
案
を
受
け

入
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
要
求
し
ま
し
た
。

　

国
省
庁
に
対
し
て
は
、

復
興
副
大
臣
ほ
か
幹
部
に

対
し
、「
避
難
解
除
後
の

課
題
に
関
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
直
接
、
現
状

と
課
題
を
説
明
し
、
住
民

が
望
む
着
実
な
復
興
が
果

た
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

　
東
京
電
力
で
は
近
藤
福

島
復
興
本
社
副
代
表
に
要

求
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
粘
り
強
く
、
要

求
、
要
望
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
１
月
16
日
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
、

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
関
連

企
業
の
博
覧
会
「
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
町
に
進
出
し
た
ミ
ツ
フ

ジ
を
初
め
、
世
界
の
１
７

０
社
が
出
展
し
、
最
先
端

の
技
術
を
展
示
し
て
い
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
ミ
ツ

フ
ジ
の
三
寺
歩
社
長
が
登

壇
し
、
１
，０
０
０
人
規

模
の
観
客
を
前
に
講
演
し
、

議
員
も
聴
講
し
ま
し
た
。

意　　　　見　　　　書　　　　名発議
番号

国に対し原子力損害賠償紛争解決センター（ＡＤＲセンター）が
示した小綱木地区の原発事故被災住民らとの和解仲介案を、東京
電力が受諾するよう指導監督を求める意見書

11
内閣総理大臣　　経済産業大臣
文部科学大臣

東京電力ホールディングス㈱に対し原子力損害賠償紛争解決セン
ター（ＡＤＲセンター）から示された川俣町小綱木地区の原発事
故被災住民らとの和解仲介案の受諾を求める要求書

12
東京電力ホールディングス株式会社
代表執行役社長　小早川智明

宛　　　　　　　先

提出した意見書等

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

東
京
電
力
・
国
に
対
す
る

　
　
　
　
　
要
求
・
要
望
活
動

　
町
に
立
地
す
る
福
島
工

場
で
製
品
の
開
発
、
製
造

を
行
う
こ
と
も
発
表
さ
れ
、

先
端
技
術
開
発
が
も
た
ら

す
町
の
振
興
と
発
展
に
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

要望活動概要　※順不同
◦文部科学省　白須賀大臣政務官
◦厚生労働省　鈴木事務次官
◦農林水産省　高鳥副大臣
◦環境省　　　あきもと副大臣
◦経済産業省　滝波大臣政務官
◦復興庁　　　浜田副大臣
◦県選出の国会議員
（亀岡偉民衆議院議員、金子恵
美衆議院議員、若松謙維参議
院議員、増子輝彦参議院議員、
岩渕友参議院議員）

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
視
察

６省庁の幹部に直接要望活動を行いました（写真は経済産業省）

基
調
講
演
で
約
１
、０
０
０
人
を

前
に
講
演
さ
れ
る

ミ
ツ
フ
ジ
の
三
寺
社
長
（
左
）
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予
算
と
決
算
、
ふ
た
つ
の
常
任
委
員
会
が

合
同
で
、
昨
年
10
月
に
所
管
事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
宇
治
田
原
町
議
会
と
大
淀
町
議

会
を
訪
問
し
、
予
算
、
決
算
の
審
議
方
法
等

に
つ
い
て
調
査
し
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
各
議
会
と
も
、
町
の
予
算
提
案
、
決
算

報
告
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
議
員
が
一
般

質
問
で
問
う
べ
き
内
容
と
区
別
し
整
理
し
て
行
っ
て
お

り
、
当
町
の
審
議
に
お
い
て
は
、
幅
広
に
、
ま
た
自
由

闊
達
に
発
言
で
き
る
点
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
議
長

も
委
員
会
質
疑
に
加
わ
る
べ
き
か
ど
う
か
な
ど
の
点
に

つ
い
て
、
運
営
の
違
い
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　
12
月
、
議
会
定
例
会
に
出
さ
れ
た
町
道
玉

泉
寺
線
の
一
部
整
備
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
町
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望

に
つ
い
て
の
請
願
、
陳
情
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
請
願
の
提
出
に
は
、
紹
介
議
員
が
必

要
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
お
近
く

の
議
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
※
陳
情
に
は
、
紹

介
議
員
は
不
要
で
す
）
採
択
さ
れ
た
請
願
等
は
、
実
現

さ
れ
る
よ
う

町
に
送
付
い

た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、

議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
12
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
会
で

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
川
俣
ホ
ー
ム
（
鶴
沢

字
川
端
）
と
南
東
北
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
館
及
び

リ
ハ
ビ
リ
南
東
北
川
俣
（
鶴
沢
字
池
ノ
上
）

の
２
か
所
を
訪
問
し
、
職
員
の
方
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
２
施
設
は
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
た
方
が
入
所
し
、
必
要
な
生
活

介
護
や
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
中
、
介
護
保
険
施
設
が
担
う
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、

各
施
設
で
も

入
所
者
と
そ

の
ご
家
族
に

寄
り
添
っ
た

対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

京
都
府
・
宇
治
田
原
町
議
会
、

奈
良
県
・
大
淀
町
議
会
を
調
査

請
願
事
項
を
調
査

高
齢
者
福
祉
施
設
等
を

視
察

予算・決算常任委員会

総務産業常任委員会

厚生文教常任委員会

大淀町議会

介護保険施設を現地視察

字治田原町議会

町道玉泉寺線に関する請願調査



小　神
安 齋 　 聖さん

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
水
道
管
が
凍
結
し

風
呂
が
使
え
な
い
な
ど
と
い
っ

た
酷
寒
に
は
じ
ま
り
、
夏
に
は

連
日
40
度
を
超
え
る
猛
暑
、
そ

し
て
秋
に
は
強
烈
な
台
風
の
連

続
な
ど
ま
さ
に
異
常
気
象
に
明

け
暮
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
２
月
の
高
級
ワ
イ
シ
ャ

ツ
事
件
、
町
の
広
報
誌
の
町
長

当
選
お
礼
文
の
掲
載
問
題
、
６

月
議
会
の
高
齢
者
祝
い
金
条
例

改
正
案
の
全
会
一
致
で
の
否
決

な
ど
異
常
気
象
並
み
の
問
題
が

続
く
議
会
で
し
た
。

　
そ
し
て
12
月
議
会
で
は
こ
れ

ま
で
仮
設
住
宅
の
建
設
、
撤
去

は
法
律
上
、
県
の
仕
事
な
の
で

町
は
一
切
関
与
し
な
い
と
言
っ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
建
設

工
事
の
議
会
へ
の
説
明
や
約
束

を
反
故
に
し
て
補
正
予
算
に
計

上
し
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
議

会
制
民
主
主
義
の
根
幹
が
問
わ

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
本
当
の
意

味
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問

わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
菅
野
清
一
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議　
　
長　
高　
橋　
道　
也

委
員
長　
高　
橋　
真
一
郎

副
委
員
長　
菅　
野　
意
美
子

委　
　
員　
佐　
藤　
喜
三
郎

委　
　
員　
菅　
野　
清　
一

委　
　
員　
村　
上　
源　
吉
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●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　現在、町を訪れる人は少なく、もっと活気
のある町になっていければいいなと思います。
そのためには、観光業を活性化させて、より
人を惹きつけるものを増やしていく必要があ
ります。
　限られた予算の中で、観光対策に予算を付
けることは難しいと思いますが、まずは現在
行っている観光イベントのＰＲをさらに拡げ
てみてはいかがでしょうか。
　例えば、町の特産である絹織物や川俣シャ
モ料理、川俣ならではの文化である山木屋太
鼓やコスキンの様子をより多くの人に知って
もらうためにＳＮＳで投稿や動画配信をして
みることで、より多くの人に興味を持っても
らえると思います。
　また、川俣町にはのんびりと滞在できる場
所が少ないです。観光客が休憩できる施設も
必要です。ぜひ、観光により、町産業が発展
し、にぎわいと活気があふれるようになって
もらいたいです。

観光業で
町に賑わいを

編
集
後
記

編
集
後
記

　10月に行われ
た平成30年度都
道府県議会議員及
び市区町村議会議
員総務大臣感謝状
贈呈式の席上、石
河清議員に、35年
以上の在職と地方
自治発展の功労に
対する感謝状が贈
られました。

石河議員に
　　　総務大臣感謝状

　11月18日に行われたふくしま駅伝の川俣町代
表チームの応援に町議員が参加しました。選手を
直接激励し、晴れやかな秋空のもと大声で応援し
てきました。

今回も駅伝ランナーを応援しました!


